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会社概要

会社名 ：　株式会社イノビオット
設立 ：　2018年11月22日
代表者 ：　福田 紘也
住所 ：　千葉市中央区中央2-5-1 千葉中央ツインビル2号館7階 CHIBA-LABO

保護者向けプロダクト

　  金融教育・

　  キャリア教育・資産形成

メディア

　  Webメディア

　  YouTube

子ども向けプロダクト

　  金融教育・個性教育・

　  キャリア教育・SDGs

子ども一人ひとりが可能性を切りひらける未来を守るミッション



解決したい課題

子どもと社会をつなげる

課題

現状

小中学生と企業がつながる持続可能な仕組みがない（≒社会性か事業性のいずれかに偏っている）

課題②

【ブランディング】
情報過多の中で
企業の発信が
伝わりづらい

課題①

【学びの目的】
小中学生と
企業との

接点が不足

課題③

【商品の付加価値】
α世代の価値観を
取り入れる手段が

少ない

社会性　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事業性

小中学生と企業をつなげる社会性と事業性を両立した持続可能な仕組み



α世代について

2010年～2024年に生まれた子どもたち（未就学児・小中学生）

生まれた時からスマホやタブレット、AI端末が当たり前にある環境で育つ（Z世代よりもデジタルネイティブ）

小学校・中学校でコロナ禍を経験

α世代の価値観は保護者を通じてその家庭での購買動向に影響を与える

α世代を対象にした取り組み

α世代とその保護者に対するブランドイメージ向上

販売促進や商品企画、商品開発の共創

CFO（最高未来責任者）としての企業参画

　例）株式会社 バイオポリ上越：バイオマスプラスチックの製造販売

　　　CFOの目的：プラスチックが目指すべき社会変革の方向、作るべき製品など、

　　　　　　　　　より良い未来に変えていくための協議をすること

　　　1代目CFO：小学6年生



目指す将来像

小中学生と企業をつなげる社会性と事業性を両立した持続可能な仕組み
【α世代とつくる、あらたな価値の創出プログラム】

将来像

解決

アプローチ

α世代の価値観を
取り入れた

共創プロジェクトの
展開

企業が本当に
伝えたいことを
伝えるお仕事
ゲームの展開

ファン化した
α世代によるCFO
プロジェクトの展開

SDGs時代に合ったサステナブルブランディングの機会提供を通じて
企業の10年後の顧客創造・事業創造への貢献を目指す

「短期的に目指すこと」 「長期的に目指すこと」



想定顧客と解決策イメージ

小中学生をはじめとするα世代との接点を重視する企業とのパートナーシップ

α世帯との
接点を重視す

る企業

想定顧客

・親子に対する企業イメージの向上

・CSR/SDGs活動の推進強化

・ファン化した小中学生との接点

課題

・お仕事ゲーム

・共創プロジェクト

・CFOプロジェクト

解決策・提供価値

解決策イメージ

小中学生

企業

イノビオット

ステーク
ホルダー

「みらいいパーク」

お仕事ゲーム
共創プロジェクト
CFOプロジェクト

お仕事情報の提供
プロジェクト企画情報の提供

みらいいパークで遊ぶ
ゲームからプロジェクトに発展

ゲーム配信
プロジェクト情報発信
プロジェクト成果活用



みらいいパーク

小中学生向けおしごとゲーム



みらいいパーク

小中学生向けおしごとゲーム

自分の興味関心から自分に合ったお仕事を診断できる



みらいいパーク

小中学生向けおしごとゲーム

100種類以上のお仕事を疑似体験するゲームをプレイできる



みらいいパーク

小中学生向けおしごとゲーム

40種類以上のお仕事を疑似体験するプロジェクトに参加できる



みらいいパーク - 事例

BtoC

・親子に対する企業イメージの向上
・CSR/SDGs活動の推進強化

・お仕事ゲーム
・共創プロジェクト（ワークショップ）

・ファン化した小中学生との接点
・CSR/SDGs活動の推進強化

・お仕事ゲーム
・共創プロジェクト（コンテスト）

BtoB


